
６社

・道の駅事業関連の実績を有する事業者：2社
・スポーツ施設関連の実績を有する事業者：1社
・上記2施設事業の実績を有する事業社：3社

内容

1 参画意向
・参画の可能性あり：4社（道の駅：1社・2施設事業：3社）
・募集要項で判断する：1社（スポーツ施設：1社）
・現段階で回答不能：1社（道の駅：1社）

2 立地場所の可能性

3
運営する上で

求める機能・施設

●道の駅の機能・施設について

●体育館の機能・施設について

・トレーニングルームに付随した更衣室やコインシャワー室
●共通事項
・多くの集客に耐えうる道路環境の整備が必要である。

4
想定される

サービス・運営手法等

●道の駅関係
・道の駅の運営では、漁業者や農業者と密な連携が必要である。道の駅の売り上げが上がれば、漁業者や農業者の意識も変わり、
一次産業が活性化してくる。
・周辺にスーパーマーケットが多いため、住み分けが必要である。
・道の駅の2階に飲食店を配置する場合、テナントの募集に苦慮する傾向があるが、眺望が良い場合は集客性を備えることは可能
であるが、3階までは難しい。
●体育施設

ことも考えられる。
・体育施設で、パブリックビューイング、スポーツカフェやeスポーツ会場等、今までにない特色を出した体験を提供するのも良
い。
・プロスポーツの公式のレギュレーションを整備することは難しいので、公式戦ではなく、こけら落とし等でプロを招きプレマッ
チ等を行うのが望ましい。

あることが想定される。
●その他
・屋内遊技場は、有料でも多くの方の利用が期待できるので、可能であれば有料化し、収益性を向上させることが望ましい。
・広島城三の丸で、インバウンド向けの体験施設として、弓道や茶道等を体験できる文化体験施設を整備しているように、地域に
あった文化体験施設を導入するのも魅力的である。

5
特産品等の
開発関係

6 望ましい
事業スキーム

●道の駅関連事業者：DBO方式・EOI方式
●スポーツ施設関連事業者：指定管理事業
●2施設事業者：DBO方式・DB+O方式、BTO方式、借地事業
※DBO方式：施設の設計・建設・運営を一括で委託する方式
※EOI方式：運営事業者を整備内容の検討段階で先行して選定する方式
※BTO方式：民間事業者が施設建設後、施設の所有権を市に無償又は廉価で譲渡した上で、維持管理・運営を民間事業者が担う方
式
※指定管理事業：管理・運営を民間事業者に委託する方式
※借地事業：民間事業者に土地を貸し（条件を付与する場合もある）、民間事業者が事業を行う方式

7
プールや温浴施設の
独立採算の可能性

●温浴施設について
・近年の燃料費高騰が負担となっている。
・滞在時間が比較的長いため、回転率の低下につながる。

●プールについて
・屋内温水プールでは、水光熱費や人件費等の高騰により、採算は合わなくなってきており、また夏だけの運営の屋外プールで
は、監視員の求人に応募が集まらない等の課題もある。
●共通事項
・屋内温水プールや温浴施設は15年ほど経つと設備の改修が必要であり、閉鎖事例も増加しているので、避けることが望ましい。

・立地は高いポテンシャルを有し、多くの集客が望めるが、その分駐車場容量や道路への影響が懸念される。
・導入機能・施設では農産物や海産物等の地元産品を活かすことが有効的であるが、同時に新たな特産品の開発も必要である。
・道の駅で民間活力を導入することで、さまざまなサービス等を展開でき、地域活性化に大きな期待ができる。
・事業手法は道の駅や体育館で異なる事業手法の提案があり、機能ごとに事業手法を設定することも検討課題である。

※実施日：令和７年３月12日・27日・28日
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道の駅基本構想・基本計画に係る意見集約資料（プレサウンディング結果）
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